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学科等名
入学
定員

設置年度
認定を受けようとする

免許状の種類
（免許教科・領域）

学校法人　尚絅学園

現在認定を受けている免許状の種類（免許教科・領域）
（認定年度）

学部名

様式第２号（概要）（学部学科等の課程）

入学定員合計

・こども教育学部こども教育学科は、令和5年度設置のため、現在、設置認可申請中である。

栄養科学科 70

令和5年度

平成18年度

認定を受けようとする大学の課程の概要
尚絅大学（学部学科等の課程）

熊本県菊池郡菊陽町武蔵ヶ丘北2-8-1

生活科学部

こども教育学部 こども教育学科 70
幼一種免

特支一種免
（知・肢・病）

備考
・文化言語学部文化言語学科は、令和3年度末をもって教職課程認定を取り下げる予定である。

文化言語学部 文化言語学科 平成18年度-

・生活科学部栄養科学科は、栄養士法第5条の3第4号の規定により、管理栄養士養成施設として平
成18年3月に指定済である。
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入学定員

70

必修 選択 教授 准教授 講師 助教

幼一種免 1 鄭英美

1

1 田中卓也

1 安村由希子

1

1 大江登美子

2 （田中卓也） （安村由希子）

2 （田中卓也） （安村由希子）

●単位数 4人

4人

科目
区分

各科目に含めることが
必要な事項

様式第２号（幼・領域及び保育内容の指導法）①

4単位 ●必要専任教員数

保育内容-環境

●専任教員数（合計）6単位

授業科目

・教員の免許状取得のための選択科目

・教員の免許状取得のための必修科
目（選択必修科目の単位数を含む）

保育内容-音楽表現

保育内容-言葉

領
域
及
び
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

保育内容-造形表現

複合領域の指導法Ⅱ

複合領域の指導法Ⅰ

領
域
に
関
す
る
専
門
的
事
項

環　境

言　葉

表　現

領域及び保育内容の指導法に関
する科目における複数の事項を
合わせた内容に係る科目

保育内容-人間関係

健　康

人間関係

保育内容-健康

備考

左記に対応する開設授業科目

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教員組織（幼・領域及び保育内容の指導法に関する科目）

３．学位又は学科の分野

教育学・保育学関係

２．学　位

学　士　（教育学）

１．免許状取得に必要な最低修得単位数

領域及び保育内容の指導法に関する科目　16単位

認定を受けよう
とする学部・学

科等

こども教
育学部

こども教育
学科

認定を受けよ
うとする免許

状の種類

専任教員
単位数

施行規則に定める科目区分等
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入学定員

70

必修 選択 教授 准教授 講師 助教

幼一種免 1 増田吹子

2

2 （浜崎隆司）

2

2

1 △森（中川）
みゆき

1

●単位数 2人

令和6年度

様式第２号（幼・領域及び保育内容の指導法）②

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教員組織（幼・領域及び保育内容の指導法に関する科目）

認定を受けよう
とする学部・学

科等

こども教
育学部

こども教育
学科

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位 ３．学位又は学科の分野

領域及び保育内容の指導法に関する科目　16単位 　　学　士　（教育学）

認定を受けよ
うとする免許

状の種類

左記に対応する開設授業科目
専任教員

授業科目
単位数

保育内容総論

健康の指導法

人間関係の指導法

環境の指導法

教育学・保育学関係

・教員の免許状取得のための選択科目 0単位

施行規則に定
める科目区分

等
備考

・教員の免許状取得のための必修科
目（選択必修科目の単位数を含む）

11単位 ●専任教員数（合計）

言葉の指導法

表現（音楽）の指導法

表現（造形）の指導法

領
域
及
び
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

保
育
内
容
の
指
導
法

（

情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用
を
含
む
。
）
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入学定員 ３．学位又は学科の分野

70 教育学・保育学関係

必修 選択

幼一種免 2

1

2

1

　 2

●単位数

　学士（教育学）

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教員組織（幼・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

こども教育学部 こども教育学科

１．免許状取得に必要な最低修得単位数

大学が独自に設定する科目　14単位

２．学　位

備考
認定を受けよ
うとする免許

状の種類

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

授業科目
単位数

大学が独自に設定する科目

療育論

療育論演習

保育における連携・接続

保育ICT演習

保育マネジメント論 「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位を超えて
履修した「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的
理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒
指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する科目」につい
て、併せて14単位以上を修得

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている
単位数の合計

10単位

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位
数を含む）

0単位

・教員の免許状取得のための選択科目 8単位
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入学定員

70

必修 選択

2

1

1

1

1

1

1

1

1

備考
免許法施行規則に定める

科目区分

左記に対応する開設授業科目

2

2

保健体育

体育実技Ⅰ

日本国憲法

授業科目
単位数単位数

日本国憲法

体育

様式第２号（第６６条の６に定める科目）

教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目

認定を受けようとする
学部・学科等

こども教育学部 こども教育学科
　　学　位

　学士（教育学）

　学位又は学科の分野

教育学・保育学関係

英語ⅠAまたは1Bを選択必修

数理、データ活用及び人工知能に関
する科目又は情報機器の操作

英語ⅡB

情報処理Ⅰ

情報処理Ⅱ
2

外国語コミュニケーション 2

英語ⅠA

英語ⅠB

英語ⅡAまたはⅡBを選択必修
英語ⅡA
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３．学位又は学科の分野

教育学・保育学関係

共通
開設

必修 選択
学校
種等

教授 准教授 講師 助教

幼一種免 2

2

　 2

2 浜崎隆司

2

2

2

1 中村佐里

1 （浜崎隆司）

2 （浜崎隆司）

1 （増田吹子） 事前事後指導を含む

教育実習指導Ⅱ 1 （増田吹子） 事前事後指導を含む

教育実習Ⅰ 1 （増田吹子）

3 （増田吹子）

（中村佐里）

（増田吹子）

●単位数 ●専任教員数（教育の基礎的理解に関する科目等） 2人

●専任教員数（保育内容の指導法） 2人

●必要専任教員数 4人

こども教育学部

教職の意義及び教員の役割・職
務内容（チーム学校運営への対
応を含む。）

教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項（学校と地域との
連携及び学校安全への対応を含
む。）

幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、
児童及び生徒に対する理解

教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメント
を含む。）

教育方法論Ⅱ

備考
授業科目

単位数

教育原理

10

左記に対応する開設授業科目

保育者論

保育・教育課程論

教育方法論Ⅰ

教育心理学

教育実習指導Ⅰ

幼児理解

特別支援教育概論
（障害児保育を含む）

教育社会学

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育相談

認定を受け
ようとする
免許状の種

類

施行規則に定める科目区分等

科目
各科目に含めることが

必要な事項

様式第２号（幼・教育の基礎的理解に関する科目等）

認定を受けようとす
る学部・学科等

専任教員
単
位
数

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教員組織（幼・教育の基礎的理解に関する科目等）

２．学　位

　学士（教育学）教育の基礎的理解に関する科目等　21単位

入学定員

70

こども教育学科

１．免許状取得に必要な最低修得単位数

道
徳
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導

法
及
び
生
徒
指
導
、

教
育
相
談
等
に
関
す

る
科
目

教育の方法及び技術（情報機器
及び教材の活用を含む。）

4幼児理解の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む。）の
理論及び方法

・教員の免許状取得のための選択科目 1単位

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位数を
含む）

25単位

5

教育実習Ⅱ

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

教育実習

教職実践演習 2 保育・教職実践演習 2

6



入学定員

70

必修 選択 教授 准教授 講師 助教

特支一種免 2 2 △古田弘子 令和6年度

（知的障害者） 2 知的障害者

（肢体不自由者） 知的障害者

(病弱者) 病弱者

知的障害者

肢体不自由者

2 知的障害者 肢体不自由者 吉田道広 △尾関美和 令和6年度

2 肢体不自由者 （吉田道広）

2 病弱者 （溝上義則）

2 知的障害者 （古田弘子）

肢体不自由者

病弱者 （吉田道広）

肢体不自由者

病弱者

・心身に障害のあ
る幼児、児童又は
生徒の心理、生理
及び病理に関する

科目
・心身に障害のあ
る幼児、児童又は
生徒の教育課程及
び指導法に関する

科目

・心身に障害のあ
る幼児、児童又は
生徒の心理、生理
及び病理に関する

科目

・心身に障害のあ
る幼児、児童又は
生徒の教育課程及
び指導法に関する

科目

2 視覚障害者 （吉田道広）

2 聴覚障害者 （古田弘子）

2 重複・ＬＤ等領域 （吉田道広）
重複・言語・情
緒・ＬＤ・ＡＤＨ
Ｄ

2

（古田弘子）

（吉田道広）

●単位数

３人

★「中心となる領域」についての単位数記載

○視覚障害者に関する教育の領域　：　２単位/８単位　（心理等：０単位/１単位、教育課程等：０単位/２単位、心理・教育課程等：２単位）

○聴覚障害者に関する教育の領域　：　２単位/８単位　（心理等：０単位/１単位、教育課程等：０単位/２単位、心理・教育課程等：２単位）

○知的障害者に関する教育の領域　：　10単位/４単位　（心理等：２単位/１単位、教育課程等：８単位/２単位、心理・教育課程等：０単位）  

○肢体不自由者に関する教育の領域：　４単位/４単位　（心理等：２単位/１単位、教育課程等：２単位/２単位、心理・教育課程等：０単位） 

○病弱者に関する教育の領域　　　：　４単位/４単位　（心理等：２単位/１単位、教育課程等：２単位/２単位、心理・教育課程等：０単位）

①：特別支援教育の基礎理論に関する科目

②：特別支援教育領域に関する科目のうち、心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理に関する科目

③：特別支援教育領域に関する科目のうち、心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に関する科目

障害児教育課程論

心身に障害のある
幼児、児童又は生
徒の教育課程及び
指導法に関する科

目

事前事後指導１単
位含む

2

3

聴覚障害児教育総論

重複/発達障害児教育総論

心身に障害のある幼児、
児童又は生徒についての
教育実習

・心身に障害の
ある幼児、児童
又は生徒の心

理、生理及び病
理に関する科目
・心身に障害の
ある幼児、児童
又は生徒の教育
課程及び指導法
に関する科目

視覚障害児教育総論

特別支援学校教育実習指導

免許状に
定められ
ることと
なる特別
支援教育
領域以外
の領域に
関する科

目

5

●必要専任教員数

27単位

2単位

●専任教員数（合計）

・教員の免許状取得のための選択科目

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位数を含む） ①　1人

②　視 　人／聴 　人／知肢病 1人

③　視 　人／聴 　人／知肢病 2人

様式第２号（特別支援教育に関する科目）

授業科目

こども教育学部

単位数

中心となる領域

　学士（教育学）

単位数 備考

３．学位又は学科の分野

教育学・保育学関係

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教員組織（特別支援教育に関する科目）

左記に対応する開設授業科目

含む領域

専任教員

１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

・特別支援教育に関する科目　２６単位

認定を受けようとする
学部・学科等

免許法施行規則に定める
科目区分

心身に障害のある
幼児、児童又は生
徒の心理、生理及
び病理に関する科

目

こども教育学科

2

2

特別支援教育の基礎理論
に関する科目

認定を受けよ
うとする免許
状の種類

（特別支援教
育領域）

特別支援
教育領域
に関する
科目

16

病弱児教育論

障害児教育総論

知的障害児の心理・生理・病理

知的障害児の言語指導

肢体不自由者肢体不自由児の心理・生理・病理

病弱児の心理・生理・病理 病弱者 溝上義則

肢体不自由児教育論

知的障害児教育論

（尾関美和）1

特別支援教育コーディネーター論 2 知的障害者

特別支援学校教育実習

知的障害者
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